
2021年度 団体交渉 議事録 

 

日時：2021年 12月 6日(火) 17:30～18:45 

場所：総合研究棟 12 階第 2会議室 

出席者（敬称略）： 

 法人側 植木理事長、佐野学長・副理事長、内山学部長、南病院長、門田事務局長、 

     濱田事務局次長、小河事務局次長、藤永人事部長、藤岡病院事務部長、 

     児玉財務部次長、高田人事課長、前田人事管理課長 

 組合側 吉田秀司(物理学教室)、神吉佐智子(胸部外科学教室)、二木杉子(解剖学教室) 

 

 最初に植木理事長がここ数年の本学経営状況について概説され、財務課から今般の財務

状況について説明がなされた。コロナ禍による病院収入の落ち込みの結果、今年度上半期の

実質収支差額が昨年度と同様に 4億円程度であることが報告された（添付資料１）。 

 

以下、法人からの回答書（添付資料２）に基づいて交渉がなされた。 

 

１．冬季賞与について 

 【組合】要求書に添付した財務分析表では、過去 5年の総収入は安定しており、総じて採

算が取れている。したがって、コロナ禍前の 2018年度と同等の年間賞与支給額を要求

する。 

 【法人】2018 年度の度重なる災害と今般のコロナ禍により支出が多く、財務状況は厳し

い。特に今般は患者の減少による病院収入の減少が財政を悪化させている（添付資料

１）。しかも、国の方針で令和 10 年までにキャンパスの耐震化 100%に向けた必要な対

応を取らなくてはならず、建て替えの前倒しが必要である。以上のことから、何とか 

2.5 か月 + 10,000円を確保した状態であり、理解してほしい。 

 【組合】以前から本学は人件費が高いとの説明がなされてきたが、要求書の財務分析表が

示す通り、本学の人件費率は特に高いとは言えない。 

 【法人】医療材料費が高いため関連病院の関係で人件費率の計算結果は変わるが、本学の

各職階における給与水準は近隣私立医科大学に比べて高く（参考回収資料あり回収）、

人件費率は本学の 46.7％に対して、兵庫医大 40.1％、関西医大 39.2%となっている。 

 【組合】賞与について、支給月数が維持されたことは評価できるが、財務状況が回復すれ

ばコロナ禍前の加給額を基準に支給額を決定して欲しい。 

 【法人】そのように考えている。 

 

２．新規各種手当について 

 【法人】危険手当の増額とホットライン手当の支給を検討している。 

 【組合】もう少し増額して欲しいところであるが、まずは早期実現を要求する。 

 【法人】試験監督特別手当については労使協議会で協議を継続する。 

 【組合】一部の教室・教員の負担が大きくなっているので、不公平を是正する策を求める。 

 

 



３．基礎系教員に対する労使協定違反状態の解消について 

 【法人】時間外として認める業務内容を検討した上で開始する。 

 【組合】3年前から是正要求しており、違反状態であるのは間違いないので、来年度の労

使協定締結までに方策を示さない場合は締結を承認できない。 

 【法人】了解した。 

 

４．臨床医の仕事着（ズボン）支給について 

 【法人】莫大な予算が必要となるので見送りたい。 

 【組合】全員に支給するのではなく、感染対策に必要な部署・人員に支給することにすれ

ば経費は抑えられると考えられる。 

 【法人】再調査・再検討する。 

 

５．任期規程への無期転換申請権に関する明記について 

 【法人】規程には明記しないが、法律に従い対応する。 

 【組合】有期契約が 10年を経過した者には無期転換申請権が発生し、申請できることを

組合から周知する。 

 

６．福利厚生の拡充について 

 【法人】食堂業者への補助金は以前と同様に支給している。 

 【組合】価格が高くなっており、食堂でのパン販売も利便性が高いとは言えない。業務の

都合で外部に食事に出られない教員・医師もいるので、福利厚生として更なる充実を求

める。 

 【法人】引き続き労使協議会で協議する。 

 

７．教育設備の充実について 

 【法人】第 9会議室を使えるように整備した。 

 【組合】大型スクリーンもなく、ネット環境も整っていない。コロナ禍で学会出張が減少

したことによる余剰予算が使えるのではないか。 

 【法人】余剰予算はコロナ禍対応の教育関連費として支出しており、今後も設備整備を行

っていく。 

 

８．オンライン会議および講義用の個室設置について 

 【法人】P601、P602に整備している。 

 【組合】それを殆どの教員が知らず、図書館の研究個室で Zoom 通信をしている有様であ

る。周知しなければ意味がない。 

 【法人】学務課の案件であるが周知を指示する。 

 

９．女性教員・医師の活躍支援について 

 【法人】規程を改正し、柔軟な勤務体制の構築を進めている。 

 【組合】会議や試験監督に女性を入れるようになってきているが、女性人数が少ないため

に負担になっている。また、土曜日に試験監督業務がある場合、子供を預けられずに困

る。 



 【法人】問題があるところは今後検討していく。 

 【組合】会議の時間が夕方以降に設定されることで、家庭において家事を担当する女性研

究者が困っている。コロナ禍で導入した遠隔会議などの活用を今後も進めてほしい。ま

た、各種支援制度の申請手続きを簡易化してほしい。 

 【法人】分かりました。 

 

 

 

 以下は要求書に記載していない項目であるが、この機会に法人に確認した。 

 【組合】11月 25日に病院機能評価の改善報告がなされたが、結果をお聞きしたい。 

 【法人】結果は 2か月後に通知されるが、改善が評価されたという感触を得ている。 

 【組合】三島救急センター移転によって業務量が増加することは本当にないのか。 

 【法人】人材は現センターからの異動で賄うことと、現センターの稼働状況からみて本学

医師の業務量増加は殆どない。 

 【組合】文科省有識者会議が「理事会評議員を学外者で占め、これを最高議決機関とする」

という改革案を提出したが、本学理事会の意見を伺いたい。 

 【法人】すでに評議員として学外者を入れているが、今後の文科省の対応を注視する。 

 

 

以上 

 

 

 

 



議事録 添付資料１



議事録 添付資料２






